
法
蔵
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説

問
題
の
所
在

法
蔵

―

は
三
十
代
で
著
し
た

華
厳
一
乗
教
分
記

以

（

）

『

』（

643
712

下

『
五
教
章

）
に
お
い
て
『
華
厳
経
』
を
別
教
一
乗
と
位
置
付
け
、

、

』

そ
の
教
理
内
容
を
法
界
縁
起
と
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
華
厳
教

学
の
基
盤
が
構
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
法
界
縁
起
説
と
は

殊
に
十
玄
門
を
指
す
。
法
界
縁
起
説
は
十
玄
門
に
よ
っ
て
縁
起
す
る
諸

法
の
相
即
と
相
入
の
論
理
を
説
明
し

『
華
厳
経
』
が
説
く
「
一
即
一

、

切
、
一
切
即
一
」
と
い
う
様
相
の
論
理
構
造
を
体
系
付
け
る
。

吉
津
宜
英
氏
は
法
蔵
の
教
学
を
語
る
際
に
「
法
界
縁
起
」
が
そ
の
中

心
思
想
と
な
る
と
指
摘
し
て
い
る

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
法
蔵
の
華

①

厳
教
学
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
法
界
縁
起
を
如
何
に
理
解
す
る
か

が
重
要
な
問
題
と
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

本
稿
は
法
蔵
の
法
界
縁
起
説
を
把
握
す
る
た
め
の
前
段
階
と
し
て
、

彼
の
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
ぜ

な
ら
、
法
蔵
の
宗
趣
説
は
『
華
厳
経
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
法
界
縁
起

を
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム

ダ
ニ
エ
ル

中
国
仏
教
で
は
、
あ
る
経
典
の
中
心
思
想
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

経
典
の
「
宗
」
や
「
体
」
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
。
中
で
も
、
唐
初
に
成
立
し
た
華
厳
教
学
で
は
『
華
厳
経
』
を

理
解
す
る
際
に

「
宗
趣
」
と
い
う
独
自
の
手
法
を
用
い
て
お
り
、
こ

、

れ
が
特
殊
か
つ
重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
る
。

法
蔵
の
著
作
の
中

『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
を
述
べ
る
も
の
は
『
華

、

厳
経
文
義
綱
目

（
以
下

『
文
義
綱
目

）
と
『
大
方
広
仏
華
厳
経
探

』

、

』

玄
記

（
以
下

『
探
玄
記

）
と
い
う
二
部
の
み
で
あ
る

『
探
玄
記
』

』

、

』

。

の
玄
談
に
お
い
て
「
宗
趣
」
を

「
語
之
所
表

曰

宗

、
宗
之
所
帰

、

ヲ

レイ

ト

ヲ

曰

趣

」

と
定
義
す
る
よ
う
に

『
華
厳
経
』
の
言
説
に
よ
っ
て
表

、

レフ

ト

②

さ
れ
る
教
理
内
容
を
「
宗
」
と
い
い
、
そ
れ
が
道
理
と
し
て
帰
す
る
と

こ
ろ
を
「
趣
」
と
い
う
。
要
す
る
に
、
経
典
の
中
心
思
想
を
明
確
に
示

し
た
も
の
が
宗
趣
説
で
あ
る
。

『
五
教
章
』
で
は
法
界
縁
起
の
前
提
と
し
て
宗
趣
説
が
論
じ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
後
の
『
探
玄
記
』
で
は
宗
趣
説
が
前
提
と
な
っ
て
法
界
縁
起

説
（
義
理
分
斉
に
お
け
る
十
玄
門
）
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
が
重
要
だ

と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
法
蔵
は

自
身
の
法
界
縁
起
説
を
再
構
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
に
つ
い
て
の
近
年
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、

、

。

木
村
清
孝
氏

藤
丸
要
氏

に
値
す
る

、
舘
野
正
生
氏
の
研
究

が
注
目

③

木
村
清
孝
氏
は
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
に
対
す
る
法
蔵
以
前
の
諸
師
の

理
解
の
歴
史
的
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。
藤
丸
要
氏
は
澄
観
が
四
種
法

界
説
を
確
立
し
て
い
く
過
程
で
、
智
儼
と
法
蔵
の
十
玄
門
の
教
説
を
宗

趣
説
（
中
で
も
宗
趣
の
別
釈
）
と
合
わ
せ
て
考
察
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
上
で
法
界
縁
起
説
を
検
討
し
て
い
る
。
舘
野
正
生
氏
は
法
蔵
の
『
文

義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
趣
説
の

同
異
を
分
析
し
た
結
果

『
文
義
綱
目
』
の
宗
趣
説
が
『
探
玄
記
』
に

、

お
い
て
教
理
的
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
法
蔵
の
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
思
想
が
彼
の
華
厳
教
学
全
体
の
中
で

如
何
ほ
ど
の
位
置
を
占
め
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
再
検
討
の
余
地
を

残
し
て
い
る
。
そ
こ
で
筆
者
は

『
探
玄
記
』
の
宗
趣
説
に
焦
点
を
絞

、

り

『
文
義
綱
目
』
と
の
同
異
を
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
意
味
内
容
と
位

、
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

一
、
宗
趣
説
の
構
成
と
そ
の
意
義

『

』

『

』

「

、

探
玄
記

に
お
け
る

華
厳
経

の
宗
趣
説
は
巻
第
一
の

第
六

所
詮
の
宗
趣
」
に
あ
る
。
そ
の
構
成
は
「
略

敘

十
説

以

顕

シ
テ

二ベ
テ

一ヲ

テ

二ス

一
宗

」

と
法
蔵
が
述
べ
る
よ
う
に
、
全
部
で
十
説
よ
り
な
る
も
の

一ヲ

④

で
あ
る
。
そ
の
中
、
前
五
説
は
法
蔵
以
前
の
諸
師
の
古
説
を
紹
介
し
つ

つ
、
そ
れ
ら
の
意
義
を
註
釈
す
る
。
第
六
説
か
ら
第
十
説
ま
で
は
法
蔵

自
身
の
説
と
な
る
。
法
蔵
の
説
は
総
合
的
に
論
じ
る
総
釈
と
、
そ
れ
を

詳
細
に
分
析
す
る
別
釈
と
い
う
二
部
に
分
け
ら
れ
、
別
釈
は
第
七
か
ら

第
十
の
四
説
よ
り
な
る
。

『

』

「

」

、

華
厳
経

自
体
は

十

と
い
う
数
に
特
殊
な
意
義
を
与
え
る
が

法
蔵
は
『
探
玄
記
』
に
そ
れ
に
関
し
て
「
以

十
門

説

者
、
為

二テ

一ヲ

ク
ト
ハ

レノ

顕

無
尽

故
也
」

と
述
べ
る
た
め
、
法
蔵
の
宗
趣
説
が
十
説
よ

二サ
ン
ガ

一ヲ

⑤

り
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
『
華
厳
経
』
の
無
尽
性
を
顕
す
た
め
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
法
蔵
の
宗
趣
説
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
―
印
師
・
敏
師
（
因
果
）

二
―
慧
遠
（
華
厳
三
昧
）

古
説

三
―
曇
衍
（
無
礙
法
界
）

（

）

四
―
霊
裕

甚
深
法
界
心
境

『
華
厳
経
』

五
―
慧
光
（
因
果
理
実
）

総
釈

六
―
因
果
縁
起
理
実
法
界

法
蔵

七
―
因
果
（
法
界
因
果
）

別
釈

八
―
法
界
（
法
界
法
門
）

（

）

九
―
法
界
因
果

十
義
五
門

十
―
法
界
因
果
（
十
義
）

法
蔵
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
（

ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム

）
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は
じ
め
に
、
法
蔵
が
紹
介
す
る
五
種
の
古
説
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

法
蔵
自
身
の
宗
趣
説
の
成
立
経
緯
か
ら
考
察
を
行
い
た
い
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
法
蔵
が
み
ず
か
ら
の
宗
趣
説
を
如
何
な
る
意
図
を
も
っ
て
成
立

し
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

法
蔵
の
宗
趣
説
は
智
儼
（

―

）
が
『
捜
玄
記
』
に
表
し
た

602
668

「
因
果
縁
起
理
実
」

説
を
継
承
し
、
よ
り
体
系
化
し
た
も
の
に
違
い

⑥

な
い
が
、
法
蔵
が
『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
に
お
い
て
智
儼
の
説

に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
が
不
思
議
で
あ
る

『
探
玄
記
』
以
前

。

に
著
し
た
『
文
義
綱
目
』
の
宗
趣
説
は
浄
影
寺
慧
遠
の
「
華
厳
三
昧
」

説
と
衍
法
師
の
「
法
界
」
説
に
言
及
し
た
後
に
「
今
、
依

光
統
師

二リ
テ

一ニ

以

因
果
縁
起
理
実

為

宗
趣

」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

二テ

一ヲ

二ス

一ト

⑦

『
文
義
綱
目
』
は
智
儼
が
述
べ
た
「
因
果
縁
起
理
実
」
説
を
慧
光
の
説

と
し
て
提
示
し

、
そ
れ
に
解
釈
を
加
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

⑧

579

そ
れ
に
対
し
て
『
探
玄
記
』
が
挙
げ
る
五
種
の
古
説
は
法
敏
（

―

）
の
「
因
果
」
説
、
浄
影
寺
慧
遠
（

―

）
の
「
華
厳

645
523

592

502
581

518

三
昧
」
説
、
曇
衍
（

―

）
の
「
無
碍
法
界
」
説
、
霊
裕
（

―

）
の
「
甚
深
法
界
心
境
」
説
、
慧
光
（

―

）
の
「
因

605
468

537

果
理
実
」
説
と
い
う
順
番
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
文
義
綱
目
』
と
同
様
に

最
後
に
挙
げ
る
慧
光
の
説
に
特
殊
な
位
置
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

法
蔵
は
法
敏
と
慧
遠
の
説
に
対
し
て

「
此

上

二
説

但

得

所

、

ノ

ノ

ハ

ダ

二テ

成

行
德

、
遺

其

所
依

法
界

」

と
批
評
す
る
。
そ
し
て
、

ノ

一ノ
ミ
ヲ

二ル

ノ

ノ

一ヲ

⑨

そ
の
次
に
曇
衍
と
霊
裕
の
説
に
対
し
て

「
此

上

二
説

但

得

所

、

ノ

ノ

ハ

ダ

二テ

依

法
界

、
遺

所
成

行
德

」

と
批
評
す
る
。
こ
れ
ら
の
説
は

ノ

一ノ
ミ
ヲ

二ル

ノ

一ヲ

⑩

因
果
や
法
界
の
片
方
の
み
を
と
る
た
め
、
宗
趣
説
と
し
て
は
不
完
全
な

も
の
で
あ
る
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
説
に
先
立
つ
慧
光
の
「
因
果
理
実
」
説
に
つ

い
て
「
因
果

是

所
成

行
德
、
理
実

是

所
依

法
界

」

と
法

ハ

レ

ノ

ハ

レ

ノ

ナ
リ

⑪

蔵
は
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
蔵
は
因
果
を
所
成
の
行
德
と
、
理
実

、

『

』

を
所
依
の
法
界
と
分
釈
し

こ
の
両
義
を
含
む
慧
光
の
説
が

華
厳
経

の
宗
趣
説
と
し
て
妥
当
な
解
釈
と
す
る
。
た
だ
、
法
蔵
は
慧
光
の
説
に

「

」

、

対
し
て

此

雖

義

具

然

猶

未

顕

と
述
べ
る
よ
う
に

レ

二モ

ハ

一ス
ト

モ

オ

レダ

サ
ズ

⑫

慧
光
の
説
が
因
果
と
理
実
の
両
義
を
具
備
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
が
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
を
十
分
に
解
明
し
て
い
な
い
と
評
価
す
る
。

慧
光
の
説
に
関
す
る
法
蔵
の
態
度
に
つ
い
て
、
木
村
清
孝
氏
は
「
慧

光
は
華
厳
宗
形
成
の
地
歩
を
築
い
た
一
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
宗

趣
説
は
他
の
諸
説
に
比
し
て
特
別
扱
い
を
う
け
て
い
る
」

と
指
摘
す

⑬

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

『
探
玄
記
』
に
お
け
る
慧
光
の
宗
趣
説
の
位
置

、

を
考
え
る
と
、
法
蔵
は
他
の
説
よ
り
慧
光
の
説
が
『
華
厳
経
』
の
宗
趣

説
と
し
て
妥
当
な
も
の
だ
と
継
承
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
の
説
に
よ
っ

て
そ
の
「
義
」
を
詳
細
に
顕
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
以
上
の
古
説
に
対
す
る
法
蔵
の
理
解
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。
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因
果

所
成
の
行
德
―
印
・
敏
と
慧
遠
の
説

慧
光
の
説

理
実

所
依
の
法
界
―
曇
衍
と
霊
裕
の
説

法
蔵
の
宗
趣
説
ま
で
の
形
成
は
歴
史
的
展
開
と
し
て
慧
光
の
「
因
果

理
実
」
説
と
智
儼
の
「
因
果
縁
起
理
実
」
説
を
承
け
て
自
身
の
説
を
成

立
す
る
に
至
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
法
蔵
は
慧
光
の
説
を
諸

⑭

師
の
中
に
最
後
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
説
が
そ
の
義
を

明
か
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二
、
宗
趣
説
の
総
釈

さ
て
、
法
蔵
は
以
上
の
古
説
を
踏
ま
え
た
上
で

『
華
厳
経
』
の
宗

、

趣
説
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

、

、

、

六

今

總

尋

名

案

義

以

因
果
縁
起
理
実
法
界

ニ

ジ
テ

レネ
テ

ヲ

レズ
ル
ニ

ヲ

二テ

一ヲ

以

為

其

宗

。
即

大
方
広

為

理
実
法
界

、
仏
華
厳

為

テ

二ス

ノ

一ト

チ

ヲ

二シ

一ト

ヲ

二ス

因
果
縁
起

。
因
果

縁
起

必

無
自
性

。
無

自
性

故

一ト

ハ

ニ
シ
テ

ズ

ナ
リ

二キ
ガ

一

即

理
実

法
界

法
界

理
実

必

無

定
性

無

。

。

ニ

チ

ノ

ナ
リ

ハ

ニ
シ
テ

ズ

二キ
ナ
リ

一

二キ
ガ

定
性

故

即

成

因
果
縁
起

。
是

故

此

二

無
二

、

一

ニ

チ

二ズ

一ヲ

ノ

ニ

ノ

ハ

ニ
シ
テ

。

。

（

）

唯
一
無
礙

自
在
法
門

故

以

為

宗

T35,120A

ノ

ナ
リ

ニ

テ

レス

ト

法
蔵
は
『
華
厳
経
』
に
総
合
的
に
表
さ
れ
る
意
義
を
「
因
果
縁
起
理

」

。

『

』

、

実
法
界

と
把
握
し
た

こ
れ
を

華
厳
経

の
題
名
に
合
わ
せ
る
と

「
大
方
広
」
は
理
実
法
界
を
表
し

「
仏
」
が
果

「
華
厳
」
が
菩
薩

、

、

、

。

、

、

行
の
因
を
比
喩
的
に
表
す

と
い
う

こ
こ
で
の
問
題
は
因
果

縁
起

理
実
、
法
界
の
定
義
と
そ
れ
ら
の
関
係
で
あ
る
。
先
ほ
ど
見
て
き
た
古

説
の
中
、
法
蔵
は
慧
光
の
「
因
果
理
実
」
説
を
因
果
と
理
実
に
分
釈
し

て
因
果
を
「
所
成
の
行
德
」
と
し
、
理
実
を
「
所
依
の
法
界
」
と
注
釈

し
た
た
め
、
こ
こ
で
い
う
因
果
は
菩
薩
の
因
行
と
仏
の
果
徳
を
示
し
、

理
実
は
法
界
の
内
容
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
探
玄
記
』
以
前
に
著
し
た
『
文
義
綱
目
』
は
「
因
果
縁
起
理
実
」

説
に
対
し
て

因
果

是

位

縁
起

是

義

理
実

是

体

以

「

、

、

。

ハ

レ

ハ

レ

ハ

レ

ナ
リ

下テ
ノ

因
果

与

理
実

不
二

故

是

縁
起
也
」

と
解
説
す
る
。
こ
こ
は

ハ

二

一ト

上ヲ

ニ

レ

⑮

因
果
、
縁
起
、
理
実
と
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
す
る
が
、
右
の
『
探
玄
記
』

は
明
ら
か
に
因
果
縁
起
と
理
実
法
界
と
い
う
二
つ
を
対
比
し
て
解
釈
し

て
い
る
の
で
あ
る

『
文
義
綱
目
』
に
よ
る
と
、
因
と
果
は
事
法
と
し

。

て
の
、
菩
薩
の
因
位
と
仏
の
果
位
の
相
を
指
し
、
縁
起
は
義
と
し
て
因

果
の
相
を
理
実
に
結
び
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
結
び
付
い
た
理
実
は
体

と
す
る
が
、
そ
の
体
は
何
か
に
つ
い
て
は
全
く
説
明
が
な
い
。

舘
野
正
生
氏
は

『
探
玄
記
』
の
解
釈
と
の
相
違
に
関
し
て

『
文

、

、

義
綱
目
』
は
理
実
を
体
と
い
う
固
定
的
な
実
体
と
し
て
表
現
す
る
の
に

対
し
て
『
探
玄
記
』
は
そ
れ
を
「
無
自
性
」
と
表
現
す
る
た
め
、
体
と

結
び
付
か
な
い
よ
う
に
変
化
し
た
と

指
摘
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

⑯

『
文
義
綱
目
』
が
「
理
実
は
是
れ
体
」
と
定
義
す
る
こ
と
は

『
探
玄

、

記
』
に
至
っ
て
「
理
実
」
を
「
所
依
の
法
界
」
と
定
義
す
る
の
が
重
要

法
蔵
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
（
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な
改
変
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
理
実
の
体
を

法
界
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『
文
義
綱
目
』
は

、

理
実
を
「
体
」
と
述
べ
た
の
に
対
し

『
探
玄
記
』
は
理
実
を
「
所
依

、

の
法
界

と
定
義
し

法
界
を
無
自
性
の
理
実
と
見
な
し
た
こ
と
が

探

」

、

『

玄
記
』
の
宗
趣
説
に
大
き
な
意
義
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
縁
起
と
理
実
法
界
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
吉
津
宜

英
氏
は
智
儼
の
「
因
果
縁
起
理
実
」
説
に
対
し
て
「
縁
起
と
理
実
と
は

結
び
つ
い
た
用
語
と
し
て
、
縁
起
が
理
実
で
あ
り
、
理
実
が
縁
起
で
あ

る
」

と
い
う
理
解
を
示
す
。
同
様
に
、
法
蔵
に
至
っ
て
は
「
縁
起
は

⑰

理
実
と
し
て
無
自
性
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
つ
ま
り
、
法
蔵

に
お
け
る
「
縁
起
」
は
無
自
性
の
真
理
と
し
て
、
縁
起
す
る
諸
法
の
真

実
の
あ
り
か
た
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
は
『
五
教
章
』
の
「
三
性
同
異
義
」
の
解
釈
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
法
蔵
は
依
他
起
性
（
縁

起
）
に
似
有
と
無
性
の
二
義
を
開
き
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て

「
雖

、

二モ

復

因
縁

似
有

顕
現

、
然

此

似
有

必

無
自
性

。
以

タ

ハ

ト
シ
テ

一ス
ト

モ

ノ

ハ

ズ

ナ
リ

二テ
ノ

諸

縁
生

皆
無
性

故

」

と
述
べ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
法
蔵
は

ノ

ハ

一ヲ

ニ

⑱

『
大
智
度
論

『
中
論

『
大
般
涅
槃
経
』
を
そ
の
教
証
と
し
て
引

』
、

』
、

用
す
る

そ
の
中
の
一
例
を
見
る
と

法
蔵
は
龍
樹
の

中
論

の

観

。

、

『

』

「

四
諦
品

の
第
十
四
偈

の
前
半
を
引
用
し

中
論

云

以

有

」

、「

、

⑲

ニ

ク

レテ
ノ

二ル
ヲ

空

義

故

一
切

法

得

成

者

、
此

即

由

無
性

故

ノ

一

ニ

ノ

ハ

レ

ズ
ル
コ
ト
ヲ

ト
ハ

レ

チ

二ル
ガ

一ニ

即

明

縁
生

也
」

と
解
釈
を
加
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法
蔵

ニ

チ

二ス

一ヲ

⑳

は
縁
起
す
る
諸
法
が
似
有
に
過
ぎ
な
い
が
、
真
実
と
し
て
は
無
自
性
・

空
で
あ
る
と
理
解
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
五
教
章
』
に
お
い
て
は
「
因
縁
生
の
似
有
が
無
自
性
で
あ
る
」
と

述
べ
る
の
に
対
し

『
探
玄
記
』
の
総
釈
は
「
因
果
は
縁
起
に
し
て
必

、

ず
無
自
性
、
無
自
性
の
故
に
す
な
わ
ち
理
実
の
法
界
」
で
あ
る
と
表
現

す
る
。
そ
の
相
違
は

『
五
教
章
』
が
縁
起
の
似
有
＝
無
自
性
＝
空
と

、

述
べ
た
の
に
対
し

『
探
玄
記
』
は
縁
起
＝
無
自
性
＝
法
界
と
空
の
義

、

を
「
法
界
」
に
よ
っ
て
表
現
し
た
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
蔵
に

と
っ
て
「
法
界
」
は
「
空
」
と
同
様
に
無
自
性
の
真
理
を
表
現
す
る
用

語
で
あ
る
と
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
っ
て
総
釈
の
意
義
を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
菩

薩
の
因
と
仏
の
果
は
縁
起
す
る
諸
法
と
し
て
無
自
性
で
あ
る
。
一
切
の

縁
起
法
は
道
理
と
し
て
無
自
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
無
自
性
の
真
実
を
法

界
と
い
う
。
無
自
性
を
内
実
と
す
る
法
界
は
道
理
（
理
実
）
と
し
て
性

を
固
定
し
な
い
た
め
、
因
果
縁
起
た
る
諸
法
を
成
立
さ
せ
る
。
因
果
縁

起
と
理
実
法
界
と
い
う
二
つ
は
本
来
一
つ
の
無
自
性
の
理
実
だ
か
ら
、

、

。

、『

』

無
二
で
あ
り

一
つ
の
無
礙
の
法
門
で
あ
る

す
な
わ
ち

華
厳
経

は
真
実
の
法
界
（
性
）
と
縁
起
す
る
事
象
（
因
果
の
相
）
を
無
二
の
関

係
と
し
て
説
き
明
か
し
、
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
が
無
自
性
（
空
）

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
真
実
の
法
界
と
の
相
互
関
係
が
成
立
す
る
と
法
蔵

は
捉
え
た
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

因
果
縁
起
＝
無
自
性
＝
理
実
＝
法
界
（
空
）

龍
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法
蔵
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
（

三
、
別
釈
に
お
け
る
十
事
五
対

次
に
、
別
釈
に
お
い
て
は
因
果
と
法
界
の
関
係
が

「
七

別

開

、

ニ

シ
テ

二

摂

法
界

以

成

因
果

八

会

因
果

以

同

法
界

九

」
、「

」
、「

シ
テ

一ヲ

テ

二ズ

一ヲ

ニ

二シ
テ

一ヲ

テ

二ズ

一ニ

法
界

因
果

分
相

顕
示

「
十

法
界

因
果

双

融

俱

」
、

ニ

ト

ト
ヲ

シ
テ

ス

ニ

ト

ト
ガ

ニ

ズ
ル
ト

離

」

と
い
う
四
説
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
中
、
第
七
は

ニ

ル
ル

㉑

五
周
因
果
と
い
う
『
華
厳
経
』
の
分
科
方
法
を
述
べ
、
第
九
は
境
・
心

・
行
・
位
・
果
と
い
う
修
行
体
系
を
述
べ
る
の
に
対
し
、
第
八
は
法
界

の
法
門
を
十
事
五
対
に
よ
っ
て
体
系
付
け
、
第
十
は
法
界
と
因
果
の
混

融
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
法
蔵
の
宗
趣
説
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
は
第
八
と
第
十
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
以

下
に
こ
の
二
つ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
八
は
「
会

因
果

以

同

法
界

、
法
界

法
門

略

顕

十

二シ
テ

一ヲ

テ

二ズ

一ニ

ノ

ヲ

シ
テ

二ス

事
五
対

」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
因
果
と
法
界
の
関
係
を
十

一ヲ

㉒

事
五
対
に
よ
っ
て
意
義
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
法
蔵
の
十
事
五
対
は
智

儼
よ
り
継
承
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
お
り

、
ま
た
、
法
蔵
以
後
に

㉓

は
慧
苑
の
『
続
華
厳
経
疏
略
刊
定
記
』
と
澄
観
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経

疏
』
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
智
儼
か
ら
澄
観
ま
で
の
諸
説
を
図
示
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

。
㉔

智
儼

法
蔵

法
蔵

慧
苑

澄
観

㉕

㉖

教
義

境
行

教
義

人
法

教
義

境
行

理
事

理
事

理
事

人
法

理
事

教
義

境
智

境
智

理
事

因
果

因
果

行
位

行
位

境
智

人
法

因
果

因
果

因
果

智
儼
が
使
用
し
た
教
義
、
境
行
、
理
事
、
因
果
と
い
う
四
門
は
法
蔵

も
使
用
し
、
ま
た
、
慧
苑
と
澄
観
に
も
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
対
照
し
た
結
果

『
捜
玄
記
』
～
『
文
義
綱
目
』
～
『
探
玄
記
』

、

へ
と
い
う
発
展
が
見
ら
れ
る
が
、
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
法
蔵

の
独
創
性
が
強
く
出
て
く
る
の
は
『
探
玄
記
』
に
お
い
て
で
あ
る

。
㉗

こ
こ
で
『
探
玄
記
』
の
説
を
『
文
義
綱
目
』
と
対
象
し
つ
つ
、
そ
れ
ら

の
意
義
と
構
成
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

『
探
玄
記
』
は
第
一
の
教
義
相
対
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一

教
義
相
対

、
挙

此

所
説

教
法

為

宗

、
意

顕

ニ

ハ

二ゲ
テ

ノ

ノ

一ヲ

レシ

ト

ハ

二ハ
ス
ヲ

所
詮

義
理

為

趣

。
或

反

此

。
以

辨

義

深

教

ノ

一ヲ

レス

ト

ハ

レズ

レ
ニ

下テ
ノ

二ズ
ル
ハ

ノ

一ヲ

（

）

勝

故

。

T35,120B
ノ

上ヲ

ニ

言
説
の
教
を
以
て
表
さ
れ
る
義
理
を
「
宗
」
と
し
、
そ
の
目
的
と
す
る

と
こ
ろ
を
「
趣
」
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
言
説
の
能
詮
（
教
）

と
そ
の
所
詮
（
義
）
を
対
と
し
て
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
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「
義
の
深
さ
と
、
教
の
勝
れ
る
」
は
表
さ
れ
る
義
理
に
よ
っ
て
教
の
優

越
性
（
了
義
教
）
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

最
深
の
義
理
を
顕
す
『
華
厳
経
』
が
最
勝
の
教
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

『
文
義
綱
目
』
は
教
義
相
対
を
「
教

為

宗

、
義

為

趣

。
或

ヲ

レシ

ト

ヲ

レス

ト

反

上

。
以

義

深

令

教

実

故

」

と
述
べ
る
。
智
儼

ハ

レズ

ニ

三テ
ノ

ノ

ハ

二ム
ヲ

ノ

一ナ
ラ

ニ

㉘

の
『
捜
玄
記
』
は
た
だ
「
教

為

宗

、
義

為

趣

」

と
だ
け
を

ヲ

レシ

ト

ヲ

レス

ト

㉙

述
べ
る
の
に
対
し
て

『
文
義
綱
目
』
は
「
或
反
上
」
と
し
て
よ
り
そ

、

の
解
釈
を
深
化
さ
せ
、
義
の
深
さ
に
よ
っ
て
教
の
実
が
立
証
さ
れ
る
と

示
す
。
教
義
相
対
は
教
の
権
実
を
義
の
深
浅
に
よ
っ
て
表
す
た
め
、
第

一
番
目
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に

『
探
玄
記
』
は
理
事
相
対
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

、
二

理
事
相
対

、
挙

事
法

為

宗

、
意

取

理
性

為

ニ

ハ

二ゲ
テ

一ヲ

レシ

ト

ハ

二ル
ヲ

一ヲ

レス

趣

。
或

反

此

。
以

依

理
性

方

成

事

故

。

ト

ハ

レズ

レ
ニ

下テ
ノ

二リ
テ

一ニ

ニ

レズ
ル
ヲ

上ヲ

ニ

（

）

T35,120B

、

、

。

こ
こ
で

法
蔵
は
理
性
と
事
法
を
対
照
し

そ
の
相
互
関
係
を
示
す

理
事
相
対
は
事
相
に
よ
っ
て
理
性
を
観
取
す
る
こ
と
と
、
理
性
に
よ
っ

（

）

。

、

て
事
相

諸
法

が
成
立
す
る
こ
と
を
表
す

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は

法
蔵
は
「
事
法
」
と
「
理
性
」
の
用
語
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
総
釈
に

お
け
る
、
因
果
縁
起
（
事
法
）
は
無
自
性
の
理
実
法
界
（
理
性
）
に
よ

っ
て
成
立
す
る
と
い
う
解
釈
を
想
定
さ
せ
る
。

こ
れ
に
関
し
て

文
義
綱
目

は

以

依

理

得

成

、『

』

、「

三テ
ノ

レリ
テ

ニ

レル
コ
ト
ヲ

二ズ
ル
ヲ

縁
起

事

故

」

と
述
べ
る
。
法
蔵
は
縁
起
す
る
事
法
を
成
立
さ
せ

ノ

一ヲ

ニ

㉚

る
根
拠
と
し
て
理
を
挙
げ
る
が
、
こ
の
場
合
の
理
を
総
釈
で
い
う
無
自

性
を
意
味
内
容
と
す
る
法
界
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
思
想
は
智
儼
の
晩
年
の
著
作
と
な
る
『
華
厳
五
十
要
問
答
』
に

「
若

據

実
理

、
一
切

縁
起

不

離

法
界

。
所
成

理
事

是

シ

二レ
バ

一ニ

ノ

ハ

レ

二レ

一ヲ

ノ

ハ

法
界

能

」

と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
石
井
公
成

レ

ノ

ナ
リ

㉛

氏
は
「
道
理
か
ら
い
え
ば
法
界
が
一
切
の
縁
起
の
根
底
に
あ
り
、
個
々

の
縁
起
に
お
け
る
理
と
事
は
、
す
べ
て
法
界
の
顕
現
だ
と
智
儼
は
説
く

の
で
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。
智
儼
を
承
け
た
法
蔵
は
同
様
に
、
縁
起

㉜

す
る
事
法
を
成
立
さ
せ
る
も
の
を
理
性
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
総
釈
に

見
た
通
り
、
無
自
性
の
理
実
法
界
で
あ
る
と
定
義
す
る
。

、『

』

。

次
に

探
玄
記

に
お
け
る
境
智
相
対
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る

三

境
智
相
対

、
挙

所
観

境

、
意

欲

令

成

観

ニ

ハ

二ゲ
テ

ノ

一ヲ

ハ

レス
ル
ガ

レメ
ン
ト

二ゼ
シ

智

行

故

。
或

反

此

。
以

令

修
起

智

ノ

一ヲ

ニ

ハ

レズ

レ
ニ

レテ
ノ

三メ
ン
ト
ス
ル
ヲ

ノ

ヲ
シ
テ

。

（

）

証

同

真

境

故

T35,120B

二セ
シ

ジ

ノ

一ヲ

ニ

こ
こ
は
所
観
の
境
と
能
観
の
智
行
を
対
と
し
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る

が
、
所
観
の
境
を
「
真
境
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
、
仏
の
境
地
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
の
境
地
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
智
の
行

を
完
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
観
行
に
よ
っ
て
起
こ

る
智
が
同
じ
真
境
を
さ
と
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『
文
義
綱
目
』
は
境
行
相
対
を
以
下
の
よ
う
に
述

、

べ
る
。一

境
行
相
対

以

境

為

宗

用

行

為

趣

或

反

、

。

ニ

ハ

レテ

ヲ

レシ

ト

レイ
ル
ヲ

一ヲ

レス

ト

ハ

レズ

7



法
蔵
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
（

。

。（

）

此

以

修
起

智

会

同

真

境

故

T35,495B

レ
ニ

三テ
ノ

ノ

ヲ
シ
テ

二ス
ル
ヲ

ジ

ノ

一ヲ

ニ

こ
れ
に
よ
っ
て

『
文
義
綱
目
』
は
境
行
相
対
を
述
べ
る
の
に
対
し

、

て
『
探
玄
記
』
は
境
智
相
対
と
し
て
同
内
容
を
述
べ
る
こ
と
が
知
ら
れ

。

、

『

』

る

つ
ま
り

智
儼
が
述
べ
た
境
行
相
対
を
承
け
た
法
蔵
は

探
玄
記

に
至
っ
て
、
そ
れ
を
境
智
相
対
と
し
て
独
創
的
な
解
釈
に
変
遷
し
た
、

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
そ
れ
と
別
個
に
法
蔵
は
そ
の
次
に
新
た
な
行
位
相
対
を
用
い

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

四

行
位
相
対

、
挙

所
依
之
五
位

意

令

依

之

修

ニ

ハ

二ゲ
テ

一ヲ

ハ

三ム

レリ
テ

レ
ニ

シ
テ

。

。

。

成

勝
行

或

反

此

以

積

行

成

位

故

二ゼ
シ

一ヲ

ハ

レズ

レ
ニ

二テ
ノ

レミ
テ

ヲ

レズ
ル
ヲ

一ヲ

ニ

（

）

T35,120B

先
の
境
智
相
対
は
所
観
の
境
と
能
観
の
智
を
対
と
し
て
述
べ
た
が
、

行
位
相
対
は
そ
れ
を
承
け
て
修
行
の
五
位
、
つ
ま
り
十
信
・
十
住
・
十

行
・
十
回
向
・
十
地
に
関
連
付
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
五
位

を
修
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
菩
薩
の
「
勝
行
」
を
完
成
す
る
。
ま
た
、

行
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
行
位
を
達
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
「
成
位
」
は
次
の
因
果
相
対
に
関
連
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

『
探
玄
記
』
は
因
果
相
対
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

五

因
果
相
対

挙

彼

修
因

意

在

証

果

或

反

、

。

ニ

ハ

二ゲ
テ

ノ

一ヲ

ハ

レル

レズ
ル
ニ

ヲ

ハ

レズ

。

。
（

）

此

以

挙

果

勧
楽

令

修

因

故

T35,120B

レ
ニ

二テ
ノ

レゲ
テ

ヲ

シ
テ

レム
ヲ

レセ

一ヲ

ニ

法
蔵
は
、
一
方
で
菩
薩
の
因
行
を
挙
げ
る
の
は
仏
の
果
を
さ
と
る
た

め
で
あ
り
、
他
方
で
仏
の
果
を
顕
す
こ
と
は
修
行
を
勧
め
、
因
行
を
完

成
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
の
階
位
の
み
な

ら
ず
、
仏
の
果
位
も
『
華
厳
経
』
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
法
蔵
は
『
華
厳
経
』
に
菩
薩
の
因
行
と
仏
の
果
徳
の
両

方
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
十
事
五
対
を
教
義

・
理
事
・
境
地
・
行
位
・
因
果
に
整
理
し
、
そ
れ
ら
が
重
層
的
な
構
造

と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
教
義
は
義
の
深
さ
と
教
の

勝
れ
る
の
を
表
し
、
そ
の
教
義
内
容
が
理
事
相
対
に
展
開
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
教
義
に
し
た
が
っ
て
境
智
を
説
き
、
そ
の
境
智
が
菩
薩
の
修

行
階
位
と
し
て
構
築
さ
れ
る
。
最
後
に
、
そ
れ
が
菩
薩
の
因
と
仏
の
果

に
完
結
す
る
の
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
蔵
は
こ
れ
ら
の
十
事
五
対
が
『
華
厳
経
』
に
示
さ
れ
て
お
り
、
法

界
を
宗
趣
と
し
て
も
、
所
成
の
因
果
が
具
足
し
な
い
こ
と
は
な
い
と
以

下
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
。

、

。

此

上

五
対

通

於
一
部

處
處
皆
有

故

不

別

属

ノ

ノ

ハ

二ジ
テ

一ニ

ル
ガ

ニ

二

ニ

一セ

是

故

、
唯

弁

法
界

不

失

所
成

。
但

以

法
界

ノ

ニ

ダ

二ジ
テ

一ノ
ミ
ヲ

レ

二セ

一ヲ

ダ

二テ

一ヲ

（

）

為

宗

。
理

亦

無

違

。

T35,120B

レス

ト

ハ

タ

レシ

ス
ル
コ
ト

法
界
の
み
を
宗
と
し
て
も
、
法
界
は
所
成
の
因
果
と
異
な
ら
な
い
か

ら
因
果
と
法
界
の
両
方
が
『
華
厳
経
』
に
具
備
さ
れ
て
い
る
。
今
の
別

釈
で
は
、
因
果
は
法
界
と
異
な
ら
な
い
こ
と
を
十
事
五
対
に
よ
っ
て
表

し
た
が
、
こ
れ
は
第
十
の
別
釈
に
お
い
て
「
性
相
混
融
」
と
し
て
よ
り

展
開
す
る
で
あ
ろ
う
。

8
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四
、
別
釈
に
お
け
る
性
相
混
融

別
釈
の
第
十
は
「
十

法
界

因
果

双

融

俱

離

。
謂

ニ

ト

ト
ハ

ニ

ズ
ル
ト

ニ

レ
ル

ク

性
相
混
融

無
礙
自
在

。
亦

有

十
義

」

と
述
べ
、
こ
こ
で
法

シ
テ

ナ
リ

タ

二ル

一

㉝

蔵
は
総
釈
を
再
び
詳
細
に
解
釈
す
る
た
め
、
別
釈
の
本
意
は
こ
こ
に
現

れ
る
と

指
摘
す
る

筆
者
は
こ
の
指
摘
と
賛
成
し

こ
こ
で
い
う

性

。

、

「

㉞」

、

。

相
混
融

の
思
想
は
総
釈
に
基
づ
い
て
体
系
付
け
て
い
る

と
考
え
る

、

『

』

『

』

中
で
も

こ
こ
の
解
釈
は
智
儼
の

捜
玄
記

と
法
蔵
の

文
義
綱
目

に
も
な
い
か
ら

『
探
玄
記
』
の
独
創
性
は
こ
こ
に
あ
る
。

、

、

、

。

ま
ず

十
義
の
中
の
第
一
か
ら
第
四
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

一

由

離

相

故

因
果

不

異

法
界

。
即

因
果

、

、

ニ

レル
ガ

レレ
ル
ニ

ヲ

ニ

ハ

レ

二ラ

一ニ

チ

非

因
果

也
。
二

由

離

性

故

、
法
界

不

異

、

ハ

二ザ
ル

一ニ

ニ

レル
ガ

レレ
ル
ニ

ヲ

ニ

ハ

レ

二ラ

因
果

。
即

法
界

非

法
界

也
。
三

由

離

性

不

、

一ニ

チ

ハ

二ザ
ル

一ニ

ニ

二ル
ガ

レレ
ル
モ

ヲ

泯

性

故

法
界

即

因
果

以

非

法
界

為

、

。

レザ
ル
ニ

レゼ

一ヲ

ニ

ハ

チ

ナ
リ

下テ

二ザ
ル
ヲ

一ニ

中ス
ヲ

法
界

也
。
四

由

離

相

不

壊

相

故

、
因
果

、

上ト

ニ

レル
ガ

レレ
ル
モ

ヲ

レザ
ル
ニ

レセ

一ヲ

ニ

ハ

。

。

（

）

即

法
界

以

非

因
果

為

因
果

也

T35,120C

チ

ナ
リ

下テ

二ザ
ル
ヲ

一ニ

中ス
ヲ

上ト

、

、

第
一
の
義
は

因
果
は
離
相
に
よ
っ
て
法
界
と
不
異
の
関
係
と
な
り

第
二
の
義
は
、
法
界
は
離
性
に
よ
っ
て
因
果
と
不
異
の
関
係
と
な
る
こ

と
を
説
示
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
と
第
四
の
義
は
第
一
と
第
二
に
対
し

て
、
離
性
に
よ
っ
て
も
法
界
の
性
は
滅
亡
し
な
い
（
不
泯
）
こ
と
と
、

離
相
に
よ
っ
て
も
因
果
の
相
は
破
壊
し
な
い
（
不
壊
）
こ
と
を
表
す
。

、

、

要
す
る
に

法
界
の
性
と
因
果
の
相
は
実
体
的
な
本
質
で
は
な
い
た
め

無
相
と
無
性
の
真
実
と
し
て
因
果
と
法
界
は
不
異
で
あ
る
と
法
蔵
は
こ

の
四
義
に
よ
っ
て
説
示
す
る
。

こ
れ
に
続
く
、
第
五
か
ら
第
七
の
三
義
は
重
層
的
に
因
果
と
法
界
の

不
異
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

、
由

離

相

不

異

離

性

故

、
因
果

法
界

五
ニ

三ル
ガ

レレ
ル
モ

ヲ

レル
ニ

二ラ

レレ
ル
ト

ヲ

ニ

ト

双

泯

俱

融

。
迴

超

言
慮

也
。
六

、
由

不

壊

ハ

ツ

ジ

ニ

ズ

二

ス
ル

一ヲ

ニ

二ル
ガ

レル
モ

不

異

不

泯

故

、
因
果

法
界

俱

存

現
前

。
爛
然

セ

レル
ニ

レラ

レル
ト

一セ

ニ

ハ

ト

ニ

ジ

ス

、

可

見

也

七

由

上

存

泯

復

。

、

不

異

故

ト
シ
テ

レシ

ル

ニ

二ル
ガ

ノ

ト

ト
ハ

タ

レル
ニ

一ラ

ニ

超

視
聴

之
法

恒

通

見
聞

絶

思
議

之
義

不

礙

。

二エ
ル

一ヲ

ハ

ニ

二ジ
ル

一ニ

二ス
ル

一ヲ

ハ

レル

二セ

（

）

言
念

也
。

T35,120C

一ヲ

第
五
の
義
は
、
第
一
と
第
二
に
説
示
さ
れ
た
離
相
と
離
性
が
不
異
な

の
で
、
因
果
（
相
）
と
法
界
（
性
）
が
と
も
に
滅
亡
（
泯
）
し
、
と
も

に
融
合
す
る
こ
と
を
論
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
真
実
は
因
果
と
法
界
と
い

う
言
説
的
な
概
念
を
超
越
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
六
の
義
は
、
第

三
と
第
四
に
説
示
さ
れ
た
相
の
不
壊
と
性
の
不
泯
が
不
異
な
の
で
、
因

、

（

）

。

果
と
法
界
は
相
互
に
成
立
し

相
互
に
存
在

存

す
る
こ
と
を
表
す

そ
し
て
、
最
後
の
第
七
の
義
は
、
第
五
と
第
六
の
泯
と
存
が
不
異
な
も

の
と
し
て
、
見
聞
と
言
念
に
通
じ
る
こ
と
を
論
じ
る

。
㉟

総
釈
に
見
た
よ
う
に
、
法
蔵
は
「
法
界
」
を
無
自
性
の
理
実
と
表
現

し
、
理
実
を
法
界
の
内
容
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
の
別
釈
の
意

9



法
蔵
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
（

図
は
因
果
と
法
界
の
不
異
性
に
焦
点
を
当
て
、
因
果
の
法
相
が
理
実
法

界
と
無
二
・
不
異
で
あ
る
こ
と
を
論
理
付
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
法
蔵
は
こ
こ
に
性
相
混
融
を
無
自
性
の
理
実
法
界
に
よ

っ
て
性
が
相
と
融
合
す
る
こ
と
と
し
て
組
織
す
る
の
で
あ
る
。

前
七
義
で
は
不
変
の
真
理
が
性
相
混
融
を
裏
付
け
、
不
変
の
真
理

（
性
）
が
無
碍
に
一
切
の
諸
法
（
相
）
に
内
在
し
、
融
合
し
て
い
る
こ

と
、
つ
ま
り
、
法
界
の
性
（
理
）
と
因
果
の
相
（
事
）
が
相
互
に
成
立

し
て
い
る
、
と
い
う
真
実
の
あ
り
か
た
を
表
す
。

法
蔵
は
重
層
的
に
離
性
と
離
相
に
よ
っ
て
性
相
の
不
異
性
を
論
じ
る

こ
と
に
よ
り
、
性
相
混
融
を
実
証
す
る
。
前
七
義
を
図
示
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

一
―
離
相

五
―
不
異
（
泯
）

二
―
離
性

（
性
相
混
融
）
七
―
存
泯
不
異

三
―
不
泯
性

六
―
不
異
（
存
）

四
―
不
壊
相

法
蔵
は
前
七
義
に
性
（
法
界
）
と
相
（
因
果
）
の
不
異
性
を
述
べ
、

残
り
の
三
義
に
よ
っ
て
そ
れ
を
因
と
果
の
関
係
と
し
て
展
開
す
る
。
最

八
か
ら
第
十
の
三
義
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

後
の
第八

、
由

法
界

性

融

不

可

分

故

、
即

法
界

ニ

二ル
ガ

ノ

ハ

ジ
テ

レル
ニ

レカ
ラ

一ツ

ニ

二ス
ル

一ニ

之
果

統

摂

法
界

無

不

皆

尽

。
因

隨

所
依

ハ

二

シ
テ

一ヲ

レシ

二ザ
ル
コ
ト

ニ

一サ

ハ

二フ
モ

一ニ

亦

在

果

中

。
是

故

仏

中

有

菩
薩

也
。
九

、
即

タ

二ル

ノ

一ニ

ノ

ニ

ノ

ニ

二ル

一

ニ

二ス
ル

法
界

之
因

摂

義

亦

爾

。
故

普
賢

中

有

仏
也
。

一ニ

ハ

レス
ル
モ

ヲ

タ

ナ
リ

ニ

ノ

ニ

レル

十

、
因
果

二
位

各
隨

差
別

、
一
一

法
、
一
一

行
、
一

ニ

ノ

ハ

二イ
テ

一ニ

ノ

ノ

一

德
、
一
一

位

、
皆
各
総

摂

無
尽

。
無
尽

諸
法
門
海

ノ

ノ

ニ

ジ
テ

ニス

一ヲ

ノ

者

、
良

由

無

不

該

摂

法
界

圓
融

故
也
。

ト
ハ

ニ

レル
ガ

レキ
ニ

下ザ
ル
コ
ト

二

シ
テ

一ヲ

上セ

。

（

）

是

謂

華
厳

無
尽
宗
趣

T35,120C

レ

ク

ノ

ナ
リ

今
ま
で
、
法
蔵
は
性
相
混
融
を
性
と
相
の
不
異
性
に
よ
っ
て
論
じ

の
義
に
至
っ
て
は

「
法
界
の
性
」
が
因
と
果
に
融

て
き
た
が
、
第
八

、

合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
因
（
菩
薩
）
と
果
（
仏
）
の
関
係
に
重
点
を

置
く
こ
と
と
す
る
。
法
界
の
性
は
不
可
分
で
あ
る
た
め
、
法
界
と
し
て

の
仏
果
は
法
界
と
統
合
し
、
同
時
に
一
切
に
遍
満
し
て
い
る
。
菩
薩
の

因
も
所
依
の
法
界
に
し
た
が
っ
て
、
法
界
と
統
合
す
る
仏
果
の
中
に
内

在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
九
の
義
は
因
が
同
様
に
法
界
と
統
合
し
、

、

。

、

一
切
に
遍
満
す
る
た
め

仏
果
は
因
に
内
在
す
る
こ
と
と
な
る

最
後

第
十
の
義
は
因
果
の
法
相
が
と
も
に
差
別
に
し
た
が
っ
て
無
尽
の
法
門

を
完
備
し
つ
つ
、
法
界(

性)

と
完
全
に
融
合
し
て
い
る
と
説
示
す
る
。

法
蔵
は
こ
れ
を
『
華
厳
経
』
の
「
無
尽
の
宗
趣
」
と
見
な
す
。

法
蔵
は
性
相
混
融
と
い
う
融
即
論
を
宗
趣
説
の
究
極
と
す
る
が
、
法
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「

」

。

蔵
以
前
に
地
論
宗
で
は

体
相
俱
融

な
ど
の
融
即
論
が
述
べ
ら
れ
た

青
木
隆
氏
は
地
論
宗
晩
期
の
著
作
と
な
る
『
法
界
図
』
の
中
に
説
か
れ

る
「
体
相
俱
融
」

を
注
目
し

「

体
相
俱
融
」
は
体
（
本
質
）
と
相

、
「

㊱

（
現
象
・
あ
ら
わ
れ
）
の
円
融
を
意
味
し
、
こ
れ
が
「
一
即
一
切
、
一

切
即
一
」
の
理
論
的
根
拠
を
な
す
の
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
し
て
い

㊲

る
。
す
な
わ
ち
、
地
論
宗
文
献
に
説
か
れ
る
「
体
相
俱
融
」
と
い
う
融

即
論
は
法
蔵
の
性
相
混
融
と
い
う
融
即
論
の
先
駆
思
想
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
る
。
周
知
の
通
り
、
法
蔵
は
地
論
宗
の
教
学
を
継
承
し
つ
つ
、

独
自
な
発
展
を
示
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
性
相
混
融

と
い
う
融
即
論
で
は
な
か
ろ
う
か
と
言
え
る
。

法
蔵
は

文
義
綱
目

に

理
実
は
こ
れ
体

と
定
義
し
た
が

探

『

』

「

」

、『

玄
記
』
に
至
っ
て
理
実
を
法
界
の
意
義
内
容
と
見
な
し
た
。
そ
し
て
、

理
実
法
界
が
因
果
縁
起
を
成
立
さ
せ
る
根
拠
と
し
て
法
蔵
の
宗
趣
説
に

重
大
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
総
釈
で
述
べ
た
理
実
法
界

は
今
の
性
相
混
融
を
成
立
さ
せ
る
根
拠
と
な
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
第
八
義
に
お
い
て
は
「
法
界
の
性
は
融
じ
て
不
可
分
」
と
い
う

理
由
に
よ
っ
て
相
と
し
て
の
因
果
が
相
互
に
内
在
し
て
い
る
と
い
う
因

果
無
二
説
を
主
張
す
る
。
そ
の
ゆ
え
、
法
蔵
が
い
う
「
性
相
混
融
」
は

「
法
界
の
性
」
に
特
殊
な
意
義
を
担
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

結
論

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

法
蔵
は
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
に
関
す
る
諸
師
の
理
解
の
中
、
慧
光

の
「
因
果
理
実
」
説
を
最
も
妥
当
と
見
な
し
た
が
、
そ
う
し
た
慧
光
の

説
を
も
っ
て
し
て
も
、
な
お
十
分
で
な
い
と
批
評
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま

え
た
上
で

法
蔵
は
自
身
の
宗
趣
説
を
確
立
し
た

そ
れ
は
智
儼
が

捜

、

。

『

玄
記
』
で
述
べ
た
「
因
果
縁
起
理
実
」
説
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
法
蔵
が
智
儼
の
い
う
「
因
果
縁
起
理
実
」
に
「
法
界
」
の
語

を
付
加
し
た
こ
と
は
、
彼
の
教
学
の
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
宗
趣
説
の
全
体
の
構
成
を
十
説
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
法
蔵
は
『
華
厳
経
』
の
無
尽
性
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
。

総
釈
に
お
い
て
は
、
無
自
性
の
理
実
が
因
果
た
る
縁
起
の
相
を
成
立

、

。

さ
せ
る
道
理
で
あ
る
と
し

そ
の
無
自
性
の
理
実
を
法
界
と
見
な
し
た

ま
た
、
こ
の
見
解
は
先
行
す
る
『
五
教
章
』
の
「
三
性
同
異
義
」
を
承

け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
法
蔵
は
龍
樹
の
『
中
論
』
が
い
う
「
縁
起
＝
無

自
性
＝
空
」
の
図
式
に
基
づ
い
て
、
縁
起
の
似
有
（
事
相
）
が
無
自
性

＝
空
の
義
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
立
証
し
た
。
そ
の
後

『
探
玄

、

記
』
で
は
そ
の
無
自
性
＝
空
を
法
界
と
換
言
し

「
因
果
縁
起
理
実
法

、

界
」
を
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
と
見
な
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
総
釈
は
法

界
と
い
う
概
念
の
意
味
内
容
を
明
確
に
し
つ
つ
、
法
界
と
縁
起
す
る
諸

法
（
因
果
）
が
無
二
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
見

る
と
、
法
蔵
は
宗
趣
説
を
も
っ
て
『
華
厳
経
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
法

界
縁
起
説
を
根
拠
付
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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法
蔵
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
（

次
に
別
釈
に
お
い
て
は
、
第
七
か
ら
第
十
の
四
説
の
中
、
第
八
の
十

事
五
対
と
第
十
の
性
相
混
融
の
意
義
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
法
蔵

が
第
八
に
述
べ
る
十
事
五
対
は
智
儼
よ
り
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が

『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
そ
れ
を
独
創
的
な
理
解
に
よ
っ
て
再
構
築

、
し
た
。
そ
れ
は
教
義
・
理
事
・
境
智
・
行
位
・
因
果
と
い
う
十
事
五
対

を
重
層
的
な
構
造
に
よ
っ
て
一
つ
の
教
義
体
系
に
整
理
し
た
も
の
、
と

理
解
で
き
る
。

ま
た
、
第
十
の
性
相
混
融
は
法
蔵
が
『
探
玄
記
』
に
至
っ
て
初
め
て

宗
趣
説
と
し
て
論
じ
る
も
の
な
の
で

『
探
玄
記
』
が
法
蔵
の
宗
趣
説

、

と
し
て
独
創
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
法
蔵
は
法
界

の
性
と
因
果
の
相
が
離
性
と
離
相
に
よ
っ
て
不
異
な
も
の
で
あ
る
と
重

層
的
に
説
明
す
る
。
そ
の
十
義
の
中
、
第
八
義
に
至
っ
て
「
法
界
の
性

が
融
じ
て
不
可
分
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
因
と
果
の
相
が
相

互
に
内
在
す
る
と
い
う
融
即
論
を
成
立
す
る
。
法
蔵
は
、
性
相
混
融
を

究
極
的
に
果
が
因
に
内
在
し
、
因
が
果
に
内
在
し
て
い
る
と
説
明
す
る

こ
と
に
よ
り

「
因
果
無
二
」
の
思
想
に
結
び
付
け
る
の
で
あ
る
。
ま

、

た
、
法
蔵
の
性
相
混
融
と
い
う
融
即
論
は
地
論
宗
晩
期
の
著
作
と
な
る

『
法
界
図
』
に
述
べ
る
「
体
相
俱
融
」
が
そ
の
先
駆
思
想
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
詳
細
な
比
較
研
究
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

法
蔵
の
宗
趣
説
は
法
界
が
無
自
性
の
理
実
と
し
て
因
果
縁
起
の
相
を

成
立
す
る
こ
と
と
、
法
界
の
性
が
不
可
分
と
し
て
一
切
の
因
果
に
内
在

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
因
と
果
も
相
互
に
内
在
し
、
無
二
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
法
界
の
性
が
因
果
の
相
と
無
碍
・
無

二
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
因
と
果
も
無
二
・
無
碍
で
あ
る

と
法
蔵
は
宗
趣
説
に
よ
っ
て
構
築
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
宗
趣
説
は
法
蔵
の
法
界
縁
起
説
の
基
礎
を
体
系
付

け
て
い
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
、
法
蔵

は
こ
の
宗
趣
説
を
『
探
玄
記
』
の
「
第
九
、
顕
義
理
分
斉
」
に
至
っ
て

法
界
縁
起
説
の
「
相
即
相
入
」
の
論
理
体
系
に
展
開
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
別
釈
の
第
十
に
お
け
る
性
相
混
融
で
見
た
因
果
無
二

説
が
『
探
玄
記

「
如
来
性
起
品
」
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、

』

法
界
縁
起
説
の
究
極
と
な
る
性
起
説
と
関
連
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
は
（

□
□
巻
数
、
□
□
頁
数
）
と

『
大
日

T

、

本
続
蔵
経
』
は
（

□
□
巻
数
、
□
□
頁
数
）
と
し
て
注
記
す
る
。

N
Z

1982
198

①
吉
津
宜
英

縁
起

の
用
例
と
法
蔵
の
法
界
縁
起
説

、「
「

」

」
、［

］

頁
を
参
照
。

T35,120A

②③
木
村
清
孝
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究

［

、
池
要
「
華

』

］

1977

厳
に
お
け
る
「
十
義
門
」
説
に
つ
い
て
―
特
に
法
蔵
を
中
心
と
し

て
―

［

、
池
要
「
四
種
法
界
説
の
成
立
課
程
に
つ
い
て
―

」

］

1988

智
儼
と
法
蔵
の
所
説
を
中
心
に
―

［

、
藤
丸
要
「
中
国
華

」

］

1990

厳
に
お
け
る
法
界
縁
起
に
つ
い
て

［

、
舘
野
正
雄
「

文
義

」

］

『

1997

綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
対
比
よ
り
見
た
法
蔵
教
学
の
推
移
」

［

］
そ
れ
ぞ
れ
を
参
照
。
そ
の
他
は
、
法
蔵
の
説
を
澄
観
の

1995

『

』［

］

釈
に
よ
っ
て
詳
細
な
解
説
を
し
た
湯
次
了
栄

華
厳
大
系

1975

の
研
究
が
あ
る
。

T35,120A

④T35,152B

⑤T35,14C

⑥T35,495A

⑦⑧
慧
光
の
説
は
『
探
玄
記

（

、
慧
苑
の
『
刊
定
記
』

』

）

T35,120A

（

、
澄
観
の
『
華
厳
経
疏

（

）
そ
れ
ぞ
れ

N
Z3,589C

T35,522C

）

』

に
「
因
果
理
実
」
と
し
て
紹
介
す
る
が

『
文
義
綱
目
』
の
み

、

（

）
は
「
因
果
縁
起
理
実
」
と
し
て
提
示
す
る

『
文
義

T35,495A

。

』

。

綱
目

は
智
儼
の
説
と
慧
光
の
説
を
合
致
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る

舘
野
正
生
［

］
に
も
同
様
な
見
解
を
示
す
。

1995

T35,120A

⑨T35,120A

⑩T35,120A

⑪T35,120A

⑫⑬
木
村
清
孝
「
華
厳
経
宗
趣
論
の
歴
史
と
意
味

［

］
を
参
照
。

」

1970

⑭
吉
津
宜
英
「

縁
起
」
の
用
例
と
法
蔵
の
法
界
縁
起
説

［

］

「

」

1982

の
脚
注

を
参
照
。

33

T35,495A

⑮⑯
舘
野
正
生
、
前
同
［

］
を
参
照
。

1995

⑰
吉
津
宜
英
、
前
同
［

］
を
参
照
。

1982

T45,499B

⑱⑲
鳩
摩
羅
什
訳
は
「
以
有
空
義
故
、
一
切
法
得
成
。
若
無
空
義
者
、

一
切
則
不
成

（

）
と
な
る
。

。
」

T30,33A

sarvaṃ
ca

yujyate
tasya

śūnyatā
yasya

yujyate
|sarvaṃ

na

yujyate
tasya

śūnyaṃ
yasya

na
yujyate
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］
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］
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］
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］

。
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井
公
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厳
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想
の
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～

頁
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［
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［
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㉟
た
が
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。
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す
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仏
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融
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。

、
「
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為
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述
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宗
大
乗
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華
厳
経

の
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で
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り
、
法
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学
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い
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圓
教
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義
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に
近
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あ
ろ
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。
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木
隆
な
ど
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蔵
外
地
論
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文
献
集
成
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⑧
、

頁
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㊲
佐
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形
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と
変
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ま
た
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界
図
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、

成
立
時
期
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年
か
ら

年
の
間
で
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と
推
定
さ
れ
て
い

587
595

る
。

法
蔵
に
お
け
る
『
華
厳
経
』
の
宗
趣
説
（
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ウ
ィ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
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